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研究成果の概要（和文）： 
中国第一歴史档案館に膨大な清代の降水量データがあることを発見した。しかし、これらはい
わゆる「降水量」ではなく、降雨後に土壌にしみこんだ雨水の浸透深が記録されたものである
ことが判明した。そこで、降水量と雨水浸透深との関係を現地観測や実験で調べ、档案館デー
タから過去の降水量を復元した。その結果、清代の降水量の季節変化や分布状態は現在とほぼ
同じであることや、19 世紀前半から降水量が減少傾向にあることがわかった。しかし、近年の
水不足は、降水量の減少という気候変化というよりは、水の分配という人為起源にあることを
解明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Enormous amount of “precipitation data” was found in official documents in Qing 
Dynasty, preserved in the First Historical Archives of China. It was found that the 
“precipitation data” are not the so called precipitation but the penetration depth of rain 
water into the surface soil. With in situ observations and experiments, hence, a 
relation between precipitation and the penetration depth was established, with which 
the document data were converted into precipitation data. As the results, it was found 
that the seasonal variation and areal pattern of precipitation were roughly consistent 
with those at present. The total amount, on the other hand, has decreased since the 
early 19th century. It was concluded, however, that for the recent water shortages, the 
human activities are more responsible than such a climate change. 
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１．研究開始当初の背景 
ユーラシア中央部には広大な乾燥・半乾燥

域が広がっている。同地域では、周辺の山岳

地を除けば降水量はきわめて少なく、乏しい
水資源を様々に活用しつつ人々はその生活
を維持している。同地域の水不足が近年顕著
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降水量-浸透深さ相関図
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となり、地域に暮らす人々に大きな影響を与
え始めている。 

その原因解明や将来予測のために、氷コア
解析データ等による過去の降水量変動復元
研究などが行われてきたが、研究代表者らは
北京の中国第一歴史档案館に保管されてい
る清朝時代の档案資料の中に過去の降水量
として記載された膨大なデータが保管され
ていることを発見した。 

 
２．研究の目的 

発見した清朝档案データをもとにして過
去の降水量変動を復元するとともに、対象地
域における近年の水不足や砂漠化との関連
を解析し、その解決に向けた取り組みに資す
ることを目的とする。 

 
３．研究の方法 
（１）档案資料にある降水量として記載され
ている当時のデータの数値をメートル法に
変換するとともに、記載されている清代当時
の日付を現代のグレゴリオ暦としての日付
に変換し（閏月の修正など）、200 年近くにわ
たる日データ集合としてのデータベースを
構築する。 
 
（２）档案資料にある降水量として記載され
ているデータがどのように取得されたもの
であるかを調べ、いわゆる現代の降水量デー
タとして復元する手法を検討・開発する。 
 
（３）開発した手法に基づき、档案館データ
を日降水量データセットとして復元する。 
 
（４）得られた結果をもとに、清代の降水量
の季節変化や地域分布を復元し、現代の降水
量の季節変化及び地域分布パターンと比較
する。 
 
（５）清代における降水量の歴史的な時間変
化を復元し、氷コア解析や年輪解析から得ら
れる降水量の時間変化との比較解析を行う。 
 
（６）歴史的な水政策とその結果としての現
地の水環境の実態を調査・研究し、得られた
歴史的な気候変化（主として降水量変化）と
近年の水不足との関わりを検討し、水不足や
砂漠化への解決に向けた取り組みに資する。 
 
４．研究成果 
（１）清代の古文書を調査した結果、清朝で
は、現在使われている雨量計と同じ原理で雨
量を測定する測器はなく、档案に記載されて
いる「降水量データ」は「降雨後に地面を掘
ってどれだけ雨水が土壌に浸透したかを測
定していた」ということを解明した。 
 

（２）そこで、調査対象地域（中国西部にあ
る黒河流域及びその周辺）において、降水後
の雨水浸透深度と降水量との関係を観測・実
験して下記の関係を得た。 
 

 
この関係を用いて、档案資料の「降水量デー
タ」をいわゆる降水量データとして復元する
ことができた。 
 
（３）こうして得られた、清代における対象
地域の降水量の季節変化や地域分布パター
ンは、現代とほぼ同じであることが判明した。 
 
（４）歴史的な時間変化を調べた結果、降水
量は 19 世紀前半より次第に減少傾向にある
ことも明らかになった。このことは、氷コア
解析や年輪解析の結果とも矛盾しない。この
降水量の減少が、近年の同地域における水不
足の一つの原因である可能性がある。 
 
（５）しかし現地の人間生活における水不足
は、単なる降水量変化という自然要因に加え
て、人為的な水分配のあり方にも起因するた
め、対象地域における水分配にかかわる水政
策や産業構造などの歴史的変遷の解明と実
態調査を行った。 
 
（６）その結果、地域における環境保護・保
全のための生態移民政策や退耕還牧政策な
どによって新たに水需要が発生し、そのこと
が現地の水不足を助長している現状が明ら
かとなった。つまり、同地域における水不足
は、降水量の減少という自然変動というより
は、水分配という人為起源によってもたらさ
れている。 
 
（７）したがって、現地の水不足の解消のた
めには、同地域の水政策を含む人間活動のあ
り方を検討する必要があることが判明した。 
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